「大船渡市山林火災」被害に対する
岩手県生協連からの支援募金の呼びかけ
全国の生協・生協連の皆様へ

岩手県大船渡市で２月２６日に発生した山林火災は、１週間で市の面積の１割近い約２９００ヘクタールを焼く大規模火災になりました。３月５日の雨とその後の懸命の消火活動により発生から12日目の9日には鎮圧が宣言されました。しかし再燃の恐れが無い鎮火にはまだ時間がかかる見込みです。
県によるとこれまでにお一人が死亡し、住家被害は102棟（うち空き家22棟）です。最大で約1900世帯、4600人（住民の7人に一人）にだされていた避難指示は、10日に全て解除され、多くの住民が家に戻っています。しかし家を焼かれた被災者の皆さんは集約された避難所から、その後も仮設住宅での生活が長く続く見込みです。

１４年前の３・１１東日本大震災の津波で、大船渡市は全世帯の４割近い世帯が建物被害を受け、避難者の多くが震災を経験している方々です。高台にやっと家を再建したにもかかわらず、今回の火事でまた被災した方もいらっしゃいます。東日本大震災からの復興の途中で、さらに１割もの面積を焼失した今後の復興への影響は大きいものと思います。

　県内では、いわて生協が店舗・宅配での義援金募金を組合員に呼びかけ、避難所での炊き出しなども行いました。今後は、お見舞い活動や相談活動など、現地の状況や被災者の要望にそって、支援を続けていくつもりです。
　
全国の生協の皆様からは、いち早くご心配やお見舞いの言葉をかけていただきありがたく、心から感謝申し上げます。岩手県生協連としては、山林火災被災者への支援や市の復興を願い、全国の生協や生協連の皆様にむけて、支援募金のご協力をお願いすることといたしました。詳細は、要項をご覧いただければ幸いです。
可能なご協力を、心からお願い申し上げます。
　２０２５年３月12日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩手県生活協同組合連合会
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